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 論文は大きく 3つのパートから成る。 
 


























































O・ラヴジョイ、 ミシェル・フーコーからヘイドン・ホワイトまでを援用し、この時期に “the historical 




















よって著者は、博士（ 文学 ）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
